
タ
ー
を
試
し
て
み
た
と
い
う
。

同
社
は
、
養
殖
池
を
２
面
（
計
１

万
３
０
０
０
㎡
）
保
持
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
１
～
２
人
で
管
理
し
て
い

る
。
６
月
に
県
の
種
苗
セ
ン
タ
ー
か

ら
１
ｇ
程
度
の
稚
エ
ビ
を
購
入
し
、

25
～
30
ｇ
／
尾
に
育
成
後
、
翌
年
３

月
頃
ま
で
出
荷
。
価
格
の
乱
高
下
を

避
け
る
た
め
市
場
出
荷
は
せ
ず
、
自

社
加
工
品
へ
の
使
用
の
ほ
か
、
贈
答

用
の
活
エ
ビ
と
し
て
も
使
用
す
る
。

出
荷
を
終
え
、
４
・
５
月
は
池
の

水
を
抜
き
、
耕
耘
や
池
掃
除
を
行
う
。

取
水
前
に
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
砂

地
に
敷
き
込
む
こ
と
か
ら
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
る
サ
イ
ク
ル
だ
。
同
社
の
原

田
耕
治
社
長
は
、「
養
殖
前
に
砂
地
に

敷
き
込
む
こ
と
で
微
生
物
の
活
性
が

高
ま
り
水
質
が
安
定
す
る
。
水
酸
化

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
底
質
を
ア
ル
カ
リ

性
に
保
つ
た
め
、
養
殖
中
の
ヘ
ド
ロ

の
に
お
い
も
減
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

そ
の
後
、
１
～
２
カ
月
ご
と
に
水

面
散
布
を
行
う
。
同
社
で
養
殖
の
主

担
当
を
し
て
い
る
安
光
義
文
専
務
は
、

「
雨
が
続
い
た
時
や
水
の
色
が
普
段
と

異
な
る
時
に
も
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
散
布
す
る
。
水
質
管
理
に
は
欠
か

せ
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。

底
質
改
善
と
環
境
配
慮

ま
た
、
秋
穂
で
初
め
て
ク
リ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
と
い
う
旭

水
産
は
、
養
殖
池
５
面
（
計
２
万
㎡
）

を
有
し
、
繁
忙
期
を
除
き
２
～
３
人

体
制
で
管
理
し
て
い
る
。
ク
ル
マ
エ

ビ
の
ほ
か
、
ト
ラ
フ
グ
の
放
流
用
種

苗
を
生
産
し
て
い
る
秋
穂
最
古
参
の

生
産
者
だ
。
底
質
改
善
の
省
力
化
を

検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ク
リ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
試
験
運
用
で
同
社
の

養
殖
池
を
用
い
る
こ
と
に
決
ま
り
、

現
在
で
も
利
用
を
続
け
て
い
る
。

同
社
も
池
の
状
況
に
応
じ
て
１
～

２
カ
月
ご
と
に
水
面
散
布
し
て
い
る
。

八
木
政
治
社
長
は
、「
ヘ
ド
ロ
の
溜
ま

り
や
す
い
池
中
央
等
に
１
０
０
０
㎡

／
袋
を
目
安
に
散
布
す
る
。
pH
を
上

げ
、
硫
化
水
素
の
発
生
が
抑
制
さ
れ

る
た
め
、
魚
病
は
減
り
収
量
は
増
え

た
」
と
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
は
� 

無
理
を
し
な
い

養
殖 �
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
持
続
的

な
養
殖
、
環
境
配
慮
に
は
気
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
。「
当
社
で
は
ヘ
ド
ロ

対
策
に
石
灰
を
用
い
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
持
続
力
が
弱
く
大
量
散

布
が
必
要
で
、
ク
ル
マ
エ
ビ
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
ク
リ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
は
水
産
物
に
も
安
全
で
、

海
水
由
来
の
た
め
環
境
に
も
や
さ
し

い
」
と
八
木
社
長
は
述
べ
る
。

担
い
手
の
高
齢
化
は
す
ぐ
に
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
い
が
、
全
て
の

改
善
は
�
足
元 �
か
ら
始
ま
る
も
の
。

ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
発
祥
地
で
�
底
質

改
善 �
の
省
力
化
、
効
率
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
は
「
水
づ

く
り
」
に
始
ま
り
「
水
づ

く
り
」
に
終
わ
る
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、
水
質
管
理
が
重
要
と
な

る
。
な
か
で
も
水
質
に
直
結
す
る
の

が
「
底
質
環
境
」
だ
。
ど
の
魚
種
で

も
欠
か
せ
な
い
が
、
日
中
砂
に
潜
る

ク
ル
マ
エ
ビ
で
は
特
に
大
事
に
な
る
。

ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
は
、
残
餌
や
排

せ
つ
物
の
ほ
か
、
脱
皮
殻
等
が
池
底

に
沈
澱
し
、
適
切
に
処
理
で
き
な
け

れ
ば
硫
化
水
素
等
の
有
害
物
質
が
発

生
す
る
。
こ
れ
は
底
質
の
悪
化
を
招

き
、
蓄
積
物
の
分
解
・
浄
化
を
担
う

微
生
物
の
減
少
や
魚
病
細
菌
の
増
加
、

成
長
阻
害
等
に
つ
な
が
り
、
歩
留
り

の
低
下
を
引
き
起
こ
す
。

蓄
積
物
の
処
理
は
、
小
規
模
経
営

体
で
は
人
力
に
頼
る
部
分
が
多
く
、

潜
水
作
業
を
要
す
る
等
大
き
な
負
担

と
な
る
。
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に

直
面
す
る
養
殖
業
界
で
は
、
底
質
改

善
の
省
力
化
、
効
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

環
境
に
配
慮
し
た
底
質
・
環
境
改
善

剤
の
散
布
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

秋
穂
の
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖

ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
発
祥
地
と
し
て

知
ら
れ
る
山
口
県
山
口
市
秋
穂
で
古

く
か
ら
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
に
携
わ
っ

て
い
る
旭
水
産
㈲
（
生
産
量
10
～
12

ｔ
／
年
）、
原
田
丸
海
産
㈲
（
同
４
～

５
ｔ
／
年
）も
、底
質
改
善
の
省
力
化
、

効
率
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
両
社

は
水
深
１
～
２
ｍ
の
素
掘
り
の
築
堤

式
養
殖
池
で
ク
ル
マ
エ
ビ
を
養
殖
。

取
水
は
周
防
灘
か
ら
行
っ
て
い
る
が
、

夏
場
は
給
餌
量
も
増
え
、
特
に
底
質

が
悪
化
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

そ
こ
で
同
社
ら
が
使
用
し
て
い
る

の
が
海
水
由
来
の
水
酸
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
を
主
成
分
と
し
た
環
境
改
善
剤

「
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー 

®
」（
宇
部
マ

テ
リ
ア
ル
ズ
㈱
）
で
あ
る
。

ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
底
質
を

弱
ア
ル
カ
リ
性
（
pH
８
・
０
程
度
）

に
保
ち
、
硫
化
水
素
に
よ
る
底
生
生

物
の
減
少
抑
制
、
自
然
浄
化
の
促
進

効
果
を
持
つ
環
境
改
善
剤
。
難
溶
性

で
徐
々
に
溶
出
す
る
た
め
、
飼
育
魚

に
負
荷
を
か
け
ず
に 

底
質
を
改
善
で

き
る
。
養
殖
中
の
散
布
も
可
能
で
重

機
や
池
移
動
も
不
要
で
あ
り
、
コ
ス

ト
・
人
員
の
削
減
が
可
能
だ
。
陸
上

養
殖
、
海
面
養
殖
双
方
に
対
応
し
て

お
り
、
ク
ル
マ
エ
ビ
や
ヒ
ラ
メ
養
殖

の
ほ
か
、
種
苗
生
産
に
も
使
用
さ
れ
、

用
途
は
拡
大
し
て
い
る
。

砂
地
へ
の
敷
き
込
み
と 

水
面
散
布
で
歩
留
り
ア
ッ
プ

水
産
加
工
を
中
心
に
、
ク
ル
マ
エ

ビ
養
殖
を
行
っ
て
い
る
原
田
丸
海
産

で
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
用
し
始

め
た
の
は
約
10
年
前
。
水
質
悪
化
に

よ
る
生
残
率
の
低
下
が
課
題
で
あ
っ

た
た
め
、
後
述
す
る
旭
水
産
か
ら
評

判
を
聞
い
て
い
た
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
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Topic

山口県山口市秋穂のクルマエビ養殖場で導入されているのが、「クリアウォーター®」（宇部マテリアルズ㈱）
だ。主成分の水酸化マグネシウムは、人、魚への安全性が高いことが確認されており、水面散布により底質
を弱アルカリ性域に長期間維持する。これにより、硫化水素による底生生物減少を抑制し、自然浄化を促進
する。クルマエビやヒラメ養殖のほか、（公社）山口県栽培漁業公社の種苗生産でも20年以上用いられている。

原田丸海産におけるクリアウォーターの水面散布の様子（写真は同社の１万
2,000㎡の養殖池）。そのほか同社では、取水前に砂地にクリアウォーターを
敷き込んでいる。秋穂でクリアウォーターをいち早く導入した旭水産でも、１
～２カ月ごとに1,000㎡／袋を目安に船上から水面散布している。

左：旭水産㈲の八木政治社長。2016年に地元の養殖業者や飲食店等とともに
「秋穂車えび推進協議会」を立ち上げ、会長として秋穂のクルマエビの知名度向
上や消費拡大を狙っている。右：原田丸海産㈲の安光義文専務。同社のクルマ
エビ養殖の主担当をしており、１万2,000㎡の養殖池を１人で管理している。

旭水産（左）及び
原田丸海産（右）
の加工品。地元で
の消費のほか、ふ
るさと納税の返礼
品としても活用。
市場出荷はしてお
らず、ECによる
関西・関東等の大
消費地への販売も
手がけている。

秋穂における素掘りの築堤
式養殖池。写真は旭水産の
第１池で、広さは5,600㎡。
水深は1.8 ～ 2.0ｍ、水温
は冬６℃、夏34℃である。
水面上２ｍほどの位置に防
鳥対策としてテグスを張っ
ている。

砂に潜っていたクルマエビ。日中は砂に潜る性質を
持つ。10月末時点で約30ｇほどに成長していた。

通常の２㎜サイズに加え、５㎜サイズもラインアップしており、潮流が速い海
面養殖場にも対応。また、環境省が運営管理している環境技術実証事業（ETV）
では、酸化マグネシウムの散布により、底質をpH8.0以上に維持し、硫化水
素の発生抑制及び底生生物の減少を抑制することが確認されている。

ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
の
底
質
改
善

ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る
省
力
化

山
口
県
山
口
市
秋
穂
　
原
田
丸
海
産
㈲
、
旭
水
産
㈲
　
ク
ル
マ
エ
ビ

山口県 山口市

防府市

宇部市

秋穂


